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平成21年度は、3割減栽培に取り組み安心と信頼の米づくりの

中干しは始めましたか？すでに中干しの実施時期です !!
●中干しは早めが効果的です。中干しをしてもすぐには分げつはとまりません。
●茎数が過剰になると病害虫の発生や、稈が細くなり倒伏しやすくなります。
●総籾数も多くなると、乳心白粒や未熟粒の発生により品質低下につながります。
●中干しの遅れや不徹底は生育過剰を招き、品質の低下や倒伏につながりますので、
　適期の溝きりとあわせ、確実に実施してください。

中間追肥を実施しましょう。

中干し、間断かん水で酸化された土壌は、
土壌からのリン酸分の供給が少なくなり
ます。
●分けつ期以降の生育促進に効果があり
ます。
●登熟期間中の光合成や養分・水分の吸
収を高めます。
●登熟を高め、また窒素吸収をコント
ロールするので食味向上に役立ちます。

ケイ酸は幼穂形成期から出穂期にかけて
最も多く吸収させます。
●丈夫な稲体をつくる効果があり、倒伏
や病害虫への抵抗が強くなります。
●米の食味を悪くするアミロース含量を
低くする効果があります。

りん酸追肥の効果 けい酸追肥の効果

裏面もご覧ください。

登熟の向上、耐病・耐倒伏性向上のために積極的にりん酸・けい酸追肥を実施 !!

●魚沼ロマングルメエース　　特別栽培使用可能肥料
施用時期：6月下旬～7月上旬
施用量：10ａ当り20～ 40㎏
保証成分：りん酸6%　けい酸17%　苦土10%

●けい酸加里
施用時期：6月下旬～7月上旬
施用量：10ａ当り30～ 40㎏
保証成分：加里20%　けい酸30%　苦土4%

●マグコープ　　特別栽培使用可能肥料
施用時期：6月下旬～7月上旬　
施用量：10ａ当り20～ 40㎏
保証成分：りん酸17%　苦土3.5%

主な中間追肥用肥料



ご不明な点等がございましたらＪＡ米穀課 (TEL777－3180) までお問い合わせください。

いもち病予防防除

早生品種（ゆきの精・こしいぶき）・もち・酒米等の品種は、予防防除を行いましょう。

一斉草刈り推進期間
7月18日⇒26日

薬剤名 使用時期 散布量

フジワン粒剤
葉いもち：初発７～10日前 ３キロ～

　　５キロ／10a穂いもち：出穂30日前～10日前まで

カメムシ防除・草刈り推進期間情報

日  時　　平成 21年7月14日（火）午後1時30分～午後 4時まで

会  場　　南魚沼地域振興局　1階講堂

講  演　　地域農産物のブランド力アップ
　　　　　　　～南魚沼米のブランド力を強化するために～
　　　　　　　　　　日本総合研究所　上席主任研究員　金  子　和  夫　様
※参加希望の方は、7月 10日までに
      ＪＡ魚沼みなみ米穀課　ＴＥＬ７７７－３１８０へ、お申込ください。

《魚沼コシヒカリ品質向上技術研修会》

※南魚沼市安全・安心米づくり推進協議会では、期間内に一斉草刈りをする農区に対して、作業
員傷害共済の掛金の補助を行います。ＪＡ魚沼みなみ各支店にお問い合わせ・お申込みください。

カメムシによる斑点米を防止するために、
推進期間内に農道・畦畔・休耕田・河川・
堤防等の草刈りを実施しましょう。

主ないもち予防粒剤の施用時期・散布量

湛水して散布し、４～５日間は水を移動させない。

農薬の適正使用はもちろんのこと周囲のほ場に飛散しないよう工夫してください。

●カメムシによる斑点米被害を回避するため、生育場所の農道・畦畔・雑草地の
　草刈を徹底してください。
●草刈によるカメムシ防除は、６月中下旬と７月中旬の２回、必ず草刈を行いましょう。

１　集 落 ぐ る み で　　草刈りは、集落内で日程を決めて一斉に実施しましょう。
２　刈 っ た 草 を 処 分　　刈った草をそのままにしておくと、カメムシの生息場所になります。
３　遅い草刈りは逆効果　　田植え後の雑草管理をおろそかにし、出穂直前になってあわてて
　　　　　　　　　　　　　草刈りを行った場合、斑点米カメムシ類を水田内に追い込み、
　　　　　　　　　　　　　逆効果になります。

ここがポイント！


